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「
見
方
・
考
え
方
」
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
問
題

　

昨
年
末
、
中
央
教
育
審
議
会
に
対
し
次
期
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
に
向
け
て
の
諮
問
が
示
さ
れ
た
。
今
回
の

議
論
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ

る
内
容
の
量
、
い
わ
ゆ
る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー

ロ
ー
ド
問
題
」
で
あ
る
。
よ
く
こ
の
問
題
は
教
員
の
働

き
方
改
革
に
関
連
さ
せ
て
報
じ
ら
れ
る
が
果
た
し
て
そ

う
だ
ろ
う
か
。

　

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
る
学
習
内
容
の
量
は
そ
の

ま
ま
教
科
書
の
内
容
に
反
映
す
る
。
教
科
書
の
記
述
量

＝
知
識
が
多
け
れ
ば
教
え
る
＝
伝
え
る
こ
と
を
優
先

し
、
結
果
的
に
教
師
主
導
の
知
識
伝
達
型
の
授
業
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
課
題
解
決
学
習
の
指
導
は
子

供
一
人
一
人
の
活
動
に
対
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ

い
た
教
師
の
適
切
な
形
成
的
評
価
と
指
導
助
言
が
不
可

欠
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
授
業
前
の
準
備
も
含
め
多
く

の
時
間
と
労
力
を
要
す
る
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
課
題

解
決
学
習
は
学
校
現
場
で
浸
透
し
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
習
内
容
の
削
減
問

題
は
教
員
の
働
き
方
改
革
以
前
に
子
供
た
ち
の
「
学
び
」

が
成
立
す
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
学
校
教
育
に
と
っ
て

の
大
き
な
問
題
と
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
学
校
の
教
育

課
程
の
中
核
に
据
え
る
た
め
に
次
期
学
習
指
導
要
領
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
。
簡
潔
に
言
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
よ
う
に
「
教
え
を
少
な
く
学
び
を
多
く
」
を
基
本
理

念
と
し
た
学
習
指
導
要
領
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
子
供
の
主
体
的
学
び
を
最
優
先
す
る
た
め
に
学

習
内
容
を
精
選
し
、
学
習
目
標
を
よ
り
詳
細
に
し
た
上

で
各
教
科
の
「
見
方
・
考
え
方
」
を
単
元
レ
ベ
ル
で
具

体
的
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
形

成
的
評
価
）
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
示
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

「
見
方
・
考
え
方
」
は
「
ど
の
よ
う
な
視
点
で
物
事

を
捉
え
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
思
考
し
て
い
く
の
か
」

と
い
っ
た
「
深
い
学
び
」
の
鍵
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

基
本
理
念
と
学
習
目
標
・
評
価
規
準
、
そ
し
て
学
び
の

視
点
と
考
え
る
方
向
性
が
明
確
に
示
さ
れ
れ
ば
子
供
の

学
び
は
間
違
い
な
く
成
立
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
優
れ

た
指
導
者
た
ち
が
証
明
し
て
く
れ
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
全
国
図
書
教
材
協
議
会
会
長

細
谷
　
美
明
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一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
（
辻
村
哲
夫
会
長
）・
一
般
社
団
法
人
全
国
図
書
教
材
協
議
会
（
細
谷
美
明

会
長
）
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

日
・
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

学
宝
社
・
児
玉
紳
社
長
か
ら
の
来
賓
あ
い
さ
つ
と
続

き
、
全
図
協
・
宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
の
乾
杯
の
発
声

で
開
会
し
た
。
そ
の
後
は
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
な
か

溝
田
成
副
会
長
の
中
締
め
で
閉
会
し
た
。

１
月
７
日

全
東
京
都
中
学
協
会
新
年
会
を
開
催

　

東
京
都
中
学
協
会
（
依
田
誠
会
長
）
で
は
、
新
年
会

を
新
宿
区
「
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
」
で

開
催
し
た
。

　

当
日
は
会
員
販
売
店
、
加
盟
出
版
社
、
全
図
協
事
務

局
よ
り
総
勢
85
名
が
出
席
し
た
。

　

２
０
２
３
年
７
月
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン

と
構
成
の
見
直
し
後
、
内
容
面
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

い
、
今
回
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
図
書
教
材
に
つ
い
て
」

の
内
容
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
「
図
書
教
材
」

の
み
で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
も
含
め
た
「
学
校
用

教
材
」
と
表
現
す
る
こ
と
で
、
加
盟
出
版
社
が
制
作
し

て
い
る
教
材
は
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
学
び
や
基
礎
的
・
基

本
的
な
学
力
の
定
着
を
は
か
れ
る
旨
を
広
く
発
信
す

る
。
ま
た
、
「
学
校
用
教
材
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
部
分
の

内
容
も
一
新
し
、
加
盟
各
社
が
制
作
し
て
い
る
デ
ジ
タ

ル
教
材
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
記
載
し
た
ペ
ー
ジ
と

な
っ
て
い
る
。

（
詳
細
は
、
４
～
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）

１
月
６
日

全
大
阪
府
中
学
協
会
新
年
会
を
開
催

　

大
阪
府
中
学
協
会
（
藤
井
悟
会
長
）

で
は
、
新
年
会
を
大
阪
市
「
ホ
テ
ル
モ

ン
ト
レ
大
阪
」
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
会
員
販
売
店
、
加
盟
出
版
社
、

全
図
協
事
務
局
よ
り
総
勢
45
名
が
出
席

し
た
。

　

会
で
は
下
田
雄
史
氏
の
司
会
の
も
と
、

藤
井
会
長
か
ら
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
、

上：大阪府中学協会
下：東京都中学協会
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業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学

１
月
30
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
北
村
有
司
正
進
社

小
学
編
集
部
課
長
）
で
は
、
第
４
回
部
長
会
を
「
協
会

会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
、

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｓ
へ
の
対
応
、
学
校
教
材
調
査
会
事
業

の
準
備
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
に
お
け
る

教
材
の
在
り
方
、

文
科
省
へ
の
働

き
か
け
、
教
材

の
複
製
や
公
衆

送
信
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
へ

の
対
応
、
広
報

活
動
、
校
務
支

援
・
採
点
支
援

シ
ス
テ
ム
へ
の

対
応
、
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
策
等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検
討

を
行
っ
た
。

１
月
31
日

全
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
井
寛
代
表
）
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
各
協
会
の
役
員
、
担
当
出
版
社
、
全
図
協

事
務
局
が
出
席
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
計
報
告
、
ブ
ロ
ッ
ク

小
・
中
学
部
会
や
各
協
会
か
ら
の
報
告
、
次
年
度
以
降

の
研
修
会
企
画
の
確
認
、
新
学
期
商
戦
に
向
け
た
情
報

交
換
な
ど
を
行
っ
た
。

　

会
で
は
平
野
竜
也
役
員
の
司
会
の
も
と
、
依
田
会
長

か
ら
年
頭
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
続
い
て
全
図
協
・

渡
部
竜
士
専
務
理
事
、
新
学
社
・
山
本
伸
夫
社
長
か
ら

新
年
の
祝
賀
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
学
宝
社
・
児
玉
紳
社

長
の
乾
杯
の
発
声
で
開
会
し
た
。
そ
の
後
は
、
初
参
加

者
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
、
最
後
は
東
京
法
令
出
版
・
星

沢
卓
也
社
長
の
中
締
め
で
閉
会
し
た
。

１
月
23
日

日
中
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
編
集
部
長
会
で
は
、
第
１
回
部
長
会
を
「
協

会
会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
正
副
幹
事
長
の
選
任
を
行
い
、
幹

事
長
に
正
進
社
・
末
吉
愛
典
中
学
編
集
部
部
長
、
副

幹
事
長
に
五
ツ
木
書
房
・
阿
南
眞
理
常
務
取
締
役
を

選
任
し
た
。

　

会

議

で

は
、

教
著
協
と
の
協

議
、
共
同
許
諾

申
請
業
務
、
学

校
教
材
調
査
会

事
業
、
教
材
の

複
製
や
公
衆
送

信
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
へ
の

対
応
、
採
点
支

援
シ
ス
テ
ム
へ

の
対
応
、
広
報

活
動
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
お
け
る
教
材
の
在
り
方
、
文
科
省
へ
の
働
き
か

け
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
策
等
に
つ
い
て
状
況
確

認
と
検
討
を
行
っ
た
。

中学校編集部長会

小学校編集部長会
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３．学校用教材の供給とサポート

学校用教材は、独自の流通ルートで供給されています。

その核となる「学校直販の特長」の基本的な説明はその

ままに、ＩＣＴ活用のサポートなど、供給だけではなく、

教材販売店を通じて先生方による指導や校務のサポート

を行っている旨を追加しました。

また、学校と学校用教材の関係者がどのように関わり合っ

ているのかをわかりやすくするため図を掲載しました。

４．学校用教材の採用について

学校用教材は、先生方が実物の教材見本を確認して子どもたちのために適切な教材を選択し、学校で採用すると

いうことが重要です。これまでも、リニューアル前の「学

校直販の特長」で紹介していましたが、改めて重要性をお

伝えするため、新しく項目を増やし、採用の流れを図に

よって視覚的にわかりやすくしました。さらに、学校で一

斉に採用されることの重要性についても詳しく説明してい

ます。

５．学校用教材の使用と法律等

今まで掲載していた法律に加え、新たに「文部科学省初等中等教育局長通知文（平成２７年３月４日付）」と「デ

ジタル教科書の今後の在り方等に関する検討会議中間まとめ（令和３年３月）」を掲載しました。

６．学校用教材とＩＣＴ活用

加盟出版社では、子どもたちの豊かな学びと先生の適切な指導のために、日

頃の学校現場での声を聞いて、良質な図書教材とともに、豊富なデジタル教

材を用意しています。

加盟出版社が制作する紙とデジタルの特長を組み合わせたハイブリッドな学

校用教材は、年々増加しており、確かな学力の定着と、個別最適な学びと協

働的な学びの一体的な充実のためにも、欠かせないものとなっています。

紙とデジタルそれぞれの特長を挙げながら、加盟出版社の教材の特長を伝え

ています。

協会ホームページ協会ホームページ

⬇　⬇

https://nit.or.jp
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協会ホームページリニューアルのお知らせ

学校用教材のことをこれまで以上に広く、より詳しく発信していくため、「図書教材について」から「学校用教材

について」へタイトルを変更し、内容を全面リニューアルしました。学校用教材についてあまり知らなかったと

いう方にも、私たちの充実した図書教材、デジタル教材を広く知ってもらうため、詳しい説明と図を多く掲載す

ることで視覚的にわかりやすい工夫をしま

した。

さらに、「学校用教材とＩＣＴ活用」部分の

内容も一新し、デジタル教材についてより

詳しく説明しています。

１．学校用教材とは

この項目では、学校用教材（図書教材、デジタル教材）について多くの方に知ってもらうため、学校用教材の特

長を詳しく説明しています。

☆全国の小中学校で先生の指導のもと子どもたちが学習する教材である。

☆個別最適な学びや協働的な学びなど、今求められる学びや基礎的・基本的な学力の定着をはかれる教材である。

☆学習指導要領や教科書の内容に沿った学校専用の教材で、教材出版社→教材販売店→学校というダイレクトな

供給体制をとっている。

その他にも、こちらのページでは、「教材」と「学校用教材」の関係、

学校用教材の種類と役割、学校用教材と学習指導要領・教科書

との連携について説明しています。

２．学校用教材の質的向上への取り組み

教材の質的向上の取り組みは、子どもたちの豊かな学びと先生

の適切な指導のために欠かせません。リニューアル前は項目立

てしていませんでしたが、ひとつの項目として新たにページを作

成しました。 教材作成の過程

カテゴリーは今まで３つの項目として
いましたが、５つに増やしました。
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【②自社での業務の流れ】

学 校
TEL・FAX での

出版社への発注
伝票発行 納品 請求 集金 入金管理

～図書教材ネット、販売管理システムを
使用した業務の流れ～

学 校
「図書教材ネット」での

出版社への発注

販売管理システム

（「全販システム」）

～従来の業務の流れ～

一括で管理ができるので、

業務の効率化が図れます！

(2)

→８ページへ

▼クラウド型でのご提供

▼ご希望によりオプション機能を追加

▼低価格（月額１万円）でのご提供

▶各販売店のデータを定期的にバックアップ

▼販売店個別のデータベース設定によるセキュリ

ティの確保

【④運用方法】【③主な機能】

◎「図書教材ネット」で発注したデータの自動取

り込み

◎「図書教材ネット」以外のデータ生成

◎納品書、請求書、見積書を学校 / 学年 / 学級別

で発行

◎学校、学年、メーカー別での売上集計管理

◎請求書の明細単位（商品毎）による入金登録

◎外部システムで作成した発注データ、商品マス

タのインポート
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
２
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
２
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

※１ 「図書教材ネット」 を使用して出版社へのデータ発注を行います。

※２ 「図書教材ネット」 以外の商品は当システムを使用して注文登録やＦＡＸ発注ができます。

【①システム概要】

　会員販売店向け販売管理システム　会員販売店向け販売管理システム

　　　　　　「全販システム」 のご紹介「全販システム」 のご紹介
業務の

効率化を支援

全図協では、日図協で運用しているＷｅｂ発注システム「図書教材ネット」と連動した会員販売店

向け販売管理システム「全販システム」を運用しています。

日常業務のＯＡ化、請求・入金・売上等の管理の効率化をご検討中の方は是非お試しください。

１

(1)
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
２
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
２
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

宍
戸
亮
太
・
新
井
啓
美　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

　

み
な
さ
ま
は
じ
め
ま
し
て
。
今
月
よ

り
編
集
後
記
の
担
当
の
仲
間
入
り
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
サ
）
で
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
秋
、
近
所
を
歩
い
て
い
た
と
き
に
制
服
を
着
た
中

学
生
の
集
団
に
出
く
わ
し
、
何
を
し
て
い
る
の
か
な
？

と
様
子
を
見
て
い
る
と
、
中
学
３
年
生
の
部
活
の
先
輩

を
囲
み
、
後
輩
た
ち
が
受
験
の
激
励
の
た
め
の
色
紙
を

渡
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
、
と

て
も
微
笑
ま
し
い
心
持
ち
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

そ
の
先
輩
も
つ
い
に
勝
負
の
と
き
。
今
年
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
患
者
数
が
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
体
調
を
万
全
に
、
受
験
生
た
ち
が
今
ま
で
の

努
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　

私
も
編
集
後
記
の
担
当
と
い
う
激
励
の
色
紙
を
い

た
だ
い
た
つ
も
り
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。　
　

（
サ
）

編集
後記

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

【お問合せ・お申込は】 
 

一一般般社社団団法法人人 全全国国図図書書教教材材協協議議会会  
〒 東京都新宿区横寺町 ４ ２

Tel:03-3267-1041 Fax:03-3267-1047
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

給給
付付

保保
障障
））内内
容容

給給付付金金 口口 口口

死 亡 保 険 金 万円 万円

災害死亡保険金 万円 万円

災害入院給付金
日あたり

円 円

障 害 給 付 金 万～ 万円 万～ 万円

月月
掛掛
金金

才～ 才 円 円

才～ 才 円 円

才～ 才 円 円

才～ 才 円 円

２０２１年度の配当金
制制度度のの特特色色  

＜お問合せ ・お申込み先＞

全図協事務局（TEL 03-3267-1041）までお願い

します。

全図協

総合補償制度のご案内

補償その１→商品搬入時に学校

内で生じた対人 ・対物事故

補償その２→集金時や事務所での

現金 ・小切手盗難

充実の補償内容！
この保険があれば安心！

全図協オリジナル

￥

(3)

お申し込みをご希望の方は、協会ホームページ

（https://nit.or.jp/）の「会員の方へ」（パスワード：

kagura6）からお手続きください。

お申し込み、お問い合わせはこちら

＜お問い合わせ先＞

一般社団法人全国図書教材協議会

TEL：03-3267-1041　担当：宍戸、岡嶋

＜新学期に向けた主なシステム改修＞＜新学期に向けた主なシステム改修＞

　宅送に限り在庫注文が可能となり、より利

便性が向上！

在庫注文機能の追加

　指定期間内の入金状況の検索や出力が可能

に！ 決算時などでの資料作成を効率化！

売上管理での入金情報に関する機能の向上

　そのほか、ＦＡＸ注文書や入金登録機能の改

良、卸価格の登録機能や月次売上帳票機能の追

加などを行う予定です。

ご希望の方には本番環境での２カ月間のお試し使

用を随時ご案内しております。

そのほか、 協会や販売店単位での説明会や実演会

等も受け付けております。

ご興味ございましたら是非お問い合わせください！ ◇　　　◇　　　◇　　　◇　　　◇　　　◇　　　◇


